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柿崎環氏博士学位申請論文審査報告書
柿崎環氏（跡見学園女子大学マネジメント学部助教授）は、2005年９月22日、そ
の論文『内部統制の法的研究』を早稲田大学大学院法学研究科に提出して、博士
（法学・早稲田大学）の学位を申請した。後記の委員は、上記研究科の委嘱を受
け、この論文を審査してきたが、審査を終了したので、ここにその結果を報告す
る。
I 本論文の構成と内容（省略）
II 本論文の概要（省略）
III 本論文の評価
１ 評価と課題
本論文において評価されるべきは、次の諸点である。
第一に、これまで日本ではもっぱら経営学ないし会計監査論の領域から論じら
れてきた内部統制問題が、アメリカでは一貫して法的問題であったことを、アメ
リカにおける内部統制概念の草創期に遡って検証する本論文は、高い学問的な意
義だけでなく、今日内部統制問題が日本の企業社会においてもっとも重要な問題
とされている時に、問題の本質を明快に示す貴重な文献としての高い実践的意義
をも有している。日本で内部統制といえば COSOレポートを拠り所として論じ
られるが、これも法的対応が実現しない状況の下で、民間による対応として位置
づけられたものであること、その後も直ちに法的対応が優先していること、を明
らかにしていることの意義にはきわめて大きなものがある。
第二に、本書はアメリカ SECによる付随的命令等に基づく法執行の詳細を検
討しているが、そうした地道な法執行の積み重ねが、単に内部統制制度を構築す
ることだけに止まらず、そうした制度が現実に機能するためのプロセスの重要性
を浮き彫りにしていることは、一方で制定法を、他方で COSOレポートの一つ
一つの文言にこだわりがちな日本の議論の偏りを明快に示すものであり、学問上
実践上、その貢献にはきわめて大きなものがある。
第三に、SOX法における開示統制という新しい概念の重要性に着目し、正し
い情報開示を現実に実施するための内部統制という位置づけを明確にしているこ
とは、証券市場を担う情報開示と、その中でも中核的な地位を占める財務情報、
そしてそうした重要情報を現実に担う会社法ガバナンスとしての内部統制という
性格を確認することであり、問題の本質を突く指摘ということができる。
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このように本論文の意義にはきわめて高いものがあるが、今後の精進を期待し
て、なお、次のような課題を指摘しておきたい。
第一に、内部統制の問題は、アメリカ連邦証券規制とそれを担い支える会社法
ガバナンスのあり方に関する論議が密接に関係するが、とりわけアメリカに連邦
会社法が存在しないこと、その他アメリカ独自の状況を確認しながら、日本でそ
うしたアメリカの理論状況を、より論理的に整理し日本に導入するとの視点をさ
らに強調する必要がある。アメリカ法制を理解するための複眼的な視点を確立
し、理論的再構成を試みるというアメリカ法理解の基本姿勢を示すに格好な素材
であることを十分に意識する必要がある。アメリカ SOX法には、従来の州会社
法の枠を超えた連邦会社法的性格が強まっていること、COSOレポート自体も、
内部統制という問題が各州会社法でバラバラに規定するにふさわしいテーマでは
なく、かといってガバナンスの中枢問題である内部統制を連邦証券法で直接に規
定することにも躊躇を覚える、というアメリカ独特の法状況が生み出したもので
ある可能性が高いのであり、そうした視点が必要である。
第二に、このことに関連して、COSOレポートの個々の文言の有する意味を、
かかる観点から法的に捉え直す作業がさらに本格的に行われるべきである。
COSOの５つの構成要素等を法的に捉えようという姿勢は見られるものの、一
つ一つの要素に含まれる法的要素とその他の経営的な要素等を詳細に分析するこ
とが求められている。
第三に、そうしたアメリカ法の理解を踏まえて、金融商品取引法上の財務事項
に関する内部統制規定の法解釈上の意義を明快に示す必要がある。そしてこうし
た資本市場の要求としての内部統制と、これを担う新会社法上の内部統制規定の
関係、新会社法上の内部統制規定の独自の意義、中小会社にとっての同規定の意
義等につき、明快な法解釈上の見解を提示する必要がある。また、そうした見解
の提示を踏まえて、これらの規定に違反した場合における責任、制裁のあり方に
ついてもその明快な見解を示すことが求められている。それによって、混迷の度
を加えているかに見える企業実務に対する指針を示すことが、内部統制の「法的
研究」を謳った日本で唯一の文献の著者としての責任であろう。
以上のように、なお多くの注文が存在し、研究者としての課題は山積している
ものの、本書は、わが国において内部統制の法的研究を行った唯一の本格的モノ
グラフィーであり、その高い意義を損なうものではない。本書に対しては斯界の
権威による幾多の書評が公表されているが、そのすべてがきわめて好意的なもの
であり、またその高い意義が評価されて大隅健一郎賞を初めとするいくつもの受
賞の対象になったことを付言する
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２ 結論
以上の審査の結果、後記の審査委員は、本論文の執筆者が博士（法学・早稲田
大学）の学位を受けるに値するものと認める。
2007年２月14日
審査員
主査 早稲田大学教授 博士（法学・早稲田大学) 上 村 達 男
早稲田大学教授 法学博士（早稲田大学) 奥 島 孝 康
早稲田大学教授 尾 崎 安 央
早稲田大学教授 鳥 山 恭 一
早稲田大学教授 大 塚 英 明
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